
千葉精神医療人権センター設立1周年記念イベント

強制入院や隔離・拘束、行動制限など、精神科の入院医療には、患者さんの自由

を制限するようなことが、一定の条件のもと法律で認められています。一方で、明らか

に度を越した人権侵害もたびたび報じられています。私たちが適切な精神科医療を

安心して受けられるようにするためにも、「どうしてこのような問題が起きてしまうのか」を

理解した上で、現場をどのようによくしていったらよいのか、皆さんとともに考える場にし

たいと思います。

日時：令和7年9月23日（火・祝）13時～17時

場所：千葉県弁護士会館 3階 講堂（対面のみ）

プログラム：第1部 基調講演 古屋龍太さん（日本社会事業大学名誉教授）

第2部 千葉県の精神科医療ユーザー・従事者・関係者によるパネル

ディスカッション

参加申し込み：以下のURLかQRコードまたはメールでお申し込みください。

https://forms.gle/FVUV22yZ41BoY4su7

申し込み・問合せメールアドレス：chibaseishinjinken@gmail.com

メールでお申込みの場合は、①氏名②電話番号③メールアドレスを明記して下さい。

主催：千葉精神医療人権センター・福祉と司法の千葉県連絡協議会（千葉県

弁護士会、千葉県社会福祉士会、千葉県精神保健福祉士協会、千葉県医療

ソーシャルワーカー協会、千葉県公認心理師協会）

後援：千葉県精神保健福祉協議会

精神科入院医療の現場における
ジレンマ

～患者さんの人権について考える～

参加費無料

（第一報）
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